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吸政塔の理論叩

議"内需部・ 野貫一夫

w 蕗

著者等が或識の硫酸鯖践をJfluて COと NH3 とから HCNを得る方法を見出し，之を宝費用

化ぜんとするに堂って反勝気鰭ゅに毅%002と等量に含まれ℃出て来る HCNを CO2から分

離総指ナる簡単たる方議が望ましくiiった.

苛性警建主と舟ひで反強気撃から臨機HCNてを採取ずるとすれば茨説委欝織をと副生

浪費するからである.

其ために奪三野等は五CNが7Ki'<:習し CO2 よD遥かに大きい部解度を持つこと喜ご利用し，7K吸

数に故って分離する方法をと考案したが， dうするとすれば出来た青酸の水時液は可成濃い哀が東

しくたる. ~冬7K:静寂から育化酵機として冨定するととすれば勿識さう守護うるし，

議嫡滑落ーに導いて純背酸を作るにし℃も水溶液が議い方が精溜容をとノj、浅くし熱消費者どとかくするこ

とが出来るからでるる，との要求に惑やる7K介離操作を萱主主するため著者の一人が役年手掛けた

集稜諒解の知識を臨用し℃吸牧培の議論きと擦でた. この理論につきてと L

党づぐ言。気盟時鮮の議論に基~島M定部捜堂予の銀鱗収牧の速度世と気相及び静穏やの静健

Gg及びぬととの闘係を求占う戎ば (s2)従来行はる L吸牧塔現論と比較拾討して〈さわ 9

がよりイ言鶴し得ぺ会事を踏めた後くS3)之に基いて吸牧塔の理論!:膝簡し，往生〉共邸論上担上

越の露喜子おに有用主主諸結論喜と引出す.

S 1.扱技連皮

先づ q 主主~均→主主溶費濃度をと持てつ気器と河じく GL1.丁、る均一部償濃度の液謹とが界をと接ずる

ものとし， j誌イ立界面を議とて溶質が熟知から液剥へ移D行く速度習を計算する. この扶t兄に於て

はi容質分子の読物は気相から液おへ他の域特は其逆に移行“しつ Lある.草枕界間を謡って単位時
向→<-

織に気相から液招のへ或は還に移行する分子撃をかj々 に丈>"kGg 及び kGL と表はせt変容は
e 

i沈等の差とし く表はされる合
-少 や一

世 z 正Gg…kGL (1) 
ーーシや一 円

k 及び去にはEえに述べ~~ぎ味がある. 駿f投立5界字混を，患底商としJ感慰栓長の高さを有すナヤる盤壌α及ぴ、

L a役:犬々 界酉θ気繍{側詩刻1及び液棺{鰭喜埼iにf作?乍ミれは
のE寧詳イ栓立底商を;議議てつコて祭翻カかミら液棉へ入つ℃行く介子干?二.怯は奨涯諒必す余芯 Gの4中:qに亡居2汝=ければならな

(け 鱗室震研究所報告祭 27波.
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援主 主文 湾 の 送量語審

ゅ今

いカミ Lる行裁をずる分子敷;会単位時間に'kcg 1滋丈けあるからどり謀議事件の敷を G 今、の溶
ωベシ

黄分子教 Cgに割付けたものhはG>tに在る一節の分子が寧往時間に G者と段i認するととなしに
4一

家イ立1路樹から液相に入って行く織委与をま受1".関議にしてkは其;謹操作・の設率なるとみが示される，

籍言11:取上げた特掲に於ては築相の竪は…気麗総度であるから…気相ゅの分主位充分事者;簿で、あっ
山 4が やー

℃確率〕?2之ぴ2;は築相中の他分子によって彩饗されたいとしてよい.従つ-ck及び会は Cg
に無関係とし得る.

併し湾ぎの Fストワ)1--fj容簿凌ぐ平衡にY於ける液招l'tのj務質議皮と気相中のものとの比)は io
3

援皮で護うるから CLが充分犬きくなって終の饗化に伶つ℃液穂並びに界蕗か;受賞が饗化ずるかも
ーベシ や一

知れたい‘議つ℃一般的には£及てf.kを CLo醤散とすでベ迭であふ今 CLをと一定にしたま L

(]gをと Cg，eまで饗へで型=0即ち静静子衡に奈ら Lめたとすれば(り式によ夢きたの関係が従ふ

或は

ー+ 、 千円

Oヱ=1oC[/..-k CL 

T 
CL k 
万 e却で7 ぐお〉

とLに rf会と越tとより Ostwald殺事解度を表ほし (2)式によりー設に CL の問教でさる-3.

〈め及び(幻式lてよ長

l) '1(cu一手) く3)

ー-+ ... ー ノ
特に h及び hが CL に無関誌に櫨定なる場合には (3)式によ D暫ぽ民数芯及て}!rを含む
-Gg及び、 CL の函童文とし“ご表はされる.

{i 2. =璽境膜設

ψ従来吸牧毒装に於iる静質完走殺の溶解に就いては二重讃牒設が行たほれて語る.立に従へは、荻殺事答

の華全部分に於て気棉及び液相は夫等の芥認に沿ひ共陥側に霊か汝摩さの購読さ長ちm謂二議接践をと
作って良一るが・イ自の部分に於ては何れも請し、流喜となし務質は各々の説法部分に於℃炎々均一議疫に

e保たれる.濃皮の殻きは各境膜に界習にき援誼t:J.方向に在って晃冨に於る議盤の溶解はzp.街に投9

として廃る部ちとの詮lま筑穂汲牧〆の抵抗はき1の場合と奥つ℃界商議過に主主〈市議践を横切る

主義散に在Teしτ諮るのであるみ
二二議境膜喜と認めた上界琶の怒試をも考慮に入れたとずれ，ば Vf会主えの如く農はされる。

各相の語L流部分の均一議f更を、 Oy，C"， J手商の僚ぐ傍の策指及V::i夜相中(J)譲震を夫々 Cg，.， • 

。川¥とす:れば各機膜の主義数速度官g，. V I;_~式予たのおく漢はされる.

告げ与(Cg-Cg，.)， 1'r.=苧(OJ;$-o.ι)
U!l UL 

ぐ4・ダ)， (4・L)

とLに Dg及び、 DL ば各議膜中の蟻数値数，(Jg及び、むは炎々の厚さを表はずiヶーコふ界面
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ι 鱗 も k に主iz

議識の速度%は(め式の 0，';' O，L者と夫々 O，g'8' CL，s f奇書換へ℃ラえの如く裁はされるー

tも 1(O，g，"一年) (4・s)

定常欣態依，於℃は与 h 及び叫は持れも吸棋連皮かを県~たければならぬか与三えの翻慌が

在み

或f会

或は

耗つ℃

Z二主に

智之江 t'ft= "vs == '{)1i ~ 

1'-. ， 、ー-+/ n 、 F、/、
暫=ラ斗O，g--0，(1，. } == k { C，刊一 ~{'8 1:::芸吋O，L，.-O，L)
。夕、/¥/ UL" / 

官詰皇ニ22hEι空"，s/r_. 0.'L，.Ir-or.lr_ 
ゐ/Dg- 1/1 ddrDL 

む口K(CU-与え)
1 O，α 1. l}" 
rてD77+子Z主

ぐ5)

(6) 

二重議膜設の云ふ如く 0(1" と Cんがzp禽鯛係に在れば〈祭〉式と向擦な関係

ミノ17zEf ワ〉

が成立つ.さうすれば(4・8)式の第二悶子は零となり，縫って-1/玄は零となる.
m咋

る曹と θg及び O，L どをの閥保はぐ6)式の 1/kを省略し?と K i: (め式に入れて得られるもの
…今

に納富・ずる- (め式喜と (3)式と比較すれば怪数是と K との物種的意味が議ふだけであって哲

が鮒防相溶質の閣官~O，g と液榊のもの Cdr・b説、比例するととには護れない.抗告。
E員数型はニ重壌膜が在るとしゃうがしまいが不嬰である.更に〈号式の誘導法よ金森易に主主知し

符るおく，持他I't.通過速度が荷動議選に比例すでる擦や}聾がぞとったとし℃も(め又は (5)式によ

る官の隠数裂が不務なることは明らかである.

悲しー続的には誌に地べた設に γ設つ℃比例A短歌 K は O，z時の菌数でるあ.

ーふ主壁際二議境膜設による吸牧;轄の津言葉では蒸気監と爾怨の組成との関係を示す議議離必観念用~

OL，.による-7の礎化を考患に入れた事に;偲常ずる認だ複雑な計算を行って勝る.それには O，r.，.

の知識を接するが貰際との拾による計算に於ては (7)式の務解平衡のf設定の他民気相縄叉は液棺

〈母〉 ζ 込では活激言語 ωを化祭ポテンシヤノしによって RTl諺G土μ と定義ナる.活動総 aLなる液3問中

の浴室賓と卒衡にある然潟市のを Gfhd とナればF話相fこ舎をる務質の化祭ポテンシヤノしは不番号?な於て義務しい'

から次の書籍害容がある aL出偽培 2・R・-...(i) 

一方若手本目中の議事質液躍乏を CL，C;仰とずれば本文(めまえに依り平語去に於て芸えの関係がるる.• 

CL=rCg，. "・・一 。。
本文f亡者窓口て然狽中の浴霊童は充分季語芸撃であてコてそれの若手分そr-の行裁は溶筑後漢に無関係であるとすれ

ばそれの化祭ポテンシヤノレ仰は勾=RTlogCg十機数と茨はきれ，従って禁?務効官話。曹はらに比例

ナる.主主比例償数が Iなる援に，従つが〈ゐ Cg18 = (J g，e "山口 (iii)

なる撲に αgの綴イ立を撰べば (i)，(ii) i.えび (iii)式よ事 径五=Cr;fγ 役得る.

8Il… 
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吸収培の支援総

1J'lIJの畿畿の制れかの撰裁が平衡に在ること.部ち，

0"，口 Cg's 或は (Jr.=CL培

をf設定して毘み

(8 ・ g)~ (8・L)

(8.L)式立川良定を取れぽ CL，gは勿論 CLの知識よ控Bまちに奥へられるじ 0・g)のな取れ

ば之と (7)式の蝦定とによ長，Cg並びに蒸気態的誠一の知識愛用ひて θL，Sをと総D得る.'Cgの知
v

識とそ8.g) の~えとは Cg;s 役興へ蒸気盤的織は平衡に於け-30"ふと CL;s との関係rr::定める

からである. きFち (7)及び (8)式の穀定はご議犠駿設が寅吉llJ蒸気藤政穣を用ひで yの襲警認を

ゴ普段に入れるために~Jì(~Jをなものである.去ひ換へれl:f二二鷺境膜設は葉は{liJれか一方の壌艇を寮際

的に無くした上根擦のないくり式の{設定をと絞って始めて鰹Fおし得るものである.

j著者等はか Lる不確賞註前t患に依存する複雑1主計算は共努力削隠せざるものであって，それよ

Dも Tのi葱詮ゑ平均f宜並びに之氏ょっ℃定ま-3K主主、(5)式の恨数としてのま表はず方が合礎

的であると考へた.依ってむりこの霊祭式を基としゅ〈次節に述べるおく吸牧壊の理論t:接持した.

言3.吸牧塔の翠

次、の諸説認の下に汲牧塔の正反論を揮でる.

( i )一諮震な?を序書記鰻!ま1すから上へ溶質を吸牧ずる液鰭は其逆方向比向流をiなす.

(ii ) 温度は克撲部分?のさを域に瓦担均一で、遣うつ℃悶定である.

(iii) 光撲部分11:引かれた皐イ立se離の二枚の水平面鯖に念会る L有設な扱界麗積S

2主主均品である.

(iv) 幕底..tj) v切った任意の溺c;hに於け を単位時絡に，言語過する築時及び、読轄の容

積 Vg及び V[，は塔底より主義:頂に至るまで限定でたって翠校時聞に阪i汝塔に炎々流入す

る茶器及び液簡の容積に等しい.但し塔環及び毒装識とは充理部分の義高及び最底溜

球ずる.

0)， (ii) 1えが(iii)は奴牧搭の理論に於て鵠常用ひらる L前議1きある.' (iv)は緒言に取上げ

た特錦に就℃は少たくとも安首である.吸枚議:1'<:総入さるべき反騒然慨は教%しか溶質青酸ま

含んで胞ないからである.

との前擦の下には Cg，，， 及び C["，.は何れも高さ hの増加と共に械やみ hから A十dk~まで

の夫々の減少 -dCg，，， 及び…dOL，，， は(め式によ!J3えの如く表ばされる.

SJ{ rr! . rI ，..，.， .，，-， SK 
-dCg，，，=ヲ7〈Cphニ仇Ir)dh，海，-a，CL1円ヲす(Cg地…CI./r)dh (9・(1)，.(9・L)

EこAに h"-一塔底よ歩渓IJった怪意φ高さ

C(/，，，， Cr.'J，: hに於ける無精ヨえは液稲内部の静質濃度

r:ーれトワルド締皮
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締終

K.:一一翠投面積雪Dぬ吸牧謹度哲と無稽法相鰐の括動態義Og，，，-Oi:"i.lrとの

比例j髄数

九九:一一致牧塔tc掩入ずる築鵠汲び液鰻の餐横

(9)式よ D直ちに言えの関係をと得15.

Yず(0.約五…C針。)=fうュ(OL，"::;-:Or"O) (10・h)

A需H とずれ成(H: ラ

ち(09，H-'-Og ， O) 乃~OL，H -OL，O) 

0・g)式む OL，，， をく10・J，)式よタ代入して竣分!すれば次式を得る.

ι-GJ-bdF三:喧主役(1…43-りR")
y，O--vg，/，- K-1 ¥. ~ -'" / 

(10・H)

或は昆口H として

。'];01γ~Oa， o f 1 ~(K-l)RH\ 
q，rcr--x可 'Jl'JL(1…e ) (11) 

と Lに Z
7
'
 

m
R
 

一一R
 

K= Vglr VL (12・R)，(12・K)

(10・H)及び (11)式上主 cいを摘去して戎式1d曇15.
1 . Og，O r O!/，o 1 
7217長二Og，H 仏子7)，ん二σζII (12) 

こ与に
1 KーがI-K)RH

ぐ12')

fは(1会〉式ょ b吸牧主審に議入せられたi祭実の幾部分が吸i険導通過によってl汲牧せられるかを

示し (12')式の fは (12)式によ!JOL，H なお Oなるとき部ち静質友会まない液穫な吸牧場に進

入するとき得らるべき特慌の健を添ナ.

溶質の青酸製議録作により Og，O及び%が奥へらる Lものとし， 先づ 1/1'泳三 K と共に総

椋に豪華，(.ちするおミを議ぺる.

¥(12')式よ整容易に示さる L如く 1/f'は K とヌ舎に議認に増大し Kヰ 0，1或は K>>工従つへ

て (12K)式によ長夫々 VL出∞， ち/r或は九くく冗/rなるとき犬々次の如く表はされる.

K 0， 九需∞，
1 K~eRH (13・a)1'= 1-ぷ玄

K 1， VL=九/r，
1 =(R万)-1十1 ぐ13・b)

1 
ぐ13・0)K>>l， VLくく九庁舎 --;.， = K 

特に RH>>lなるときり 11f'の建 1/!'∞はぐ12')式により試の懇泌を取る.

O く K く 1;

K>l 

ま/1'日=1

}JK 
(14・a，b)

(14・0)

ー?じ0-
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九

紋義父主蓄の迎撃言
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章第 1 題

との経過を 1ぷF艶 K 醸の資総によって示す.

芸名上/7.::諸かれた破謀は RHニ δ叉は RH=10に於げる 1/f'をぐ1ダ〉式によっ℃算出せる

{涯を示す，

(13‘b)及び(14・息， b)式によって務らかたる如くま11'とまえf'闘との差は RB・に反比fffu

ずる.Or"H が必歩しも容ならざる一般の場合の 11fは (12)，式によ p関の示す 1/1'の{誌に

rGg，O/(r Gg，o-O"，H)を乗じて直ちに得られる.乙の理論の一般化につい℃は援に報告すーふ

S 4.結論

前節の結果によれぼれをと増大し"''CK を減少させればれが冗.Jr(K""，1) tL五号まで fは

略九に比例して増大して 1に返せくが，其，滋から先ir;J:蔭か宛 1に近付くに遜'tftJ;.v¥

れをど鈴に場."ltば荷数tJ;.J1..彊の町議 Sの誠少或は誌を涜等が議恕されるし 特t亡く10・I:D式に

よt Or"o治折、さくなってしまっ℃緒言?と議ぺた要求にfrJはな〈なる.

従つ℃乙の場合にほれを Vulrの附誌にiたら RH却ち吸牧塔の充填容積をと必要た顎皮に犬、

きくする方が有利である.との方針の下に吸牧塔の設許及び作業篠件の謎揮をするに必要な T

及び K の測定に就いては後に報告する.
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